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B-45 衛生加工紙 の笑際ﾉ私用に閲 す乃研兄　ﾆﾄﾛﾌﾗｿｶ 鴨力^'ﾉの浅膚･:卯 ’掬敷 フいて

東京象眠 学院短大　O  吉田 玲ヽ 子　　関 東逓信病 院　 稲 福盛米

目的　 予防衛生的 見地 及び’梗 い捨 ての簡便さね`ら．衛 生ｶﾛｴ 紙（ 凩おむつ, ^ ナア

キい が･広 範囲に使用されてい 心.

前回の矢験 にお いて、加工効果（ 細萄の発剪阻止効果 ）t)あ̂ると認めら れt;i  のゝ

うち、今､回μニト ロフラン加工.紙 ナアキソ をとり上け･し 天際応 用に際し て.    itlt7工到 の

皮膚に及 ぼす影響につい て検討 しtこ．

方法　 病院jて･･出 生L  t: 鮮生児 をh,     B，C  3 群 に分ち.    出 生直後よ･) 退沈 まて･T 記

の要碑 でお むつを僕旧レ その間 にお けろりヽ 5--れの発生状 尻を比較検討 しtこ．

Ａ群 一布製おむつの上に加工暁 ナア キンをv ねて佼 岡すゐ　し □ 烏）

B 群 一布製おむつの上 に未加工紙 ナプ キン（ 紙厦は加工紙 と一同じ)   をt  似て梗If す
る（/ 卵 名）

c 群－や製おむつのみを使 用する（/oo  }b )

結果　A  ,   B ．c  各群 にお けゐおむつo` .Jごれの発生幸｛i、A 3  0. ６ %,    B 3 ／.5%,

C  3 t. 0 郊V あヽり. 統計 的検 走の結 果，三名の間 に桐葱.の笈lよ認 めらi＼なり ．tt. し

n が・t.   糸曳戦 におい ては.   一一トロフラン加X､ 紙 ナアヤン代田 による 戌ﾉ腎への島影

響|ぷ特にないもの 乙芳えら れる．

B －46    髪iz 向 する研 兇( 旁I 報2)
ライオン家研　 〇大塚 登美子　 三好秀子　久保田li-之　s 中良平

目的　も髪 の芙容r  ̂if ,   外的零因 としT  ． 毛髪 。漕潔 とか入 札r  I?.' 辱T あ゙リ, その

ためiご雌 々 の毛髪化粒品やま 鼠がヽ用いられT いろ。

演|  らIt,  襲,こも髪ｲじ旅 品の毛髪 乙艮,i す影響 と'i の効果･こつぃ-f,  系統的な研 兇

t 試V ，先r 毛髪 。リ ンス鼎理,こぶこる影響 £,  洵 理的 ，形 態孝 的な変化力` '^覆 肘£行

な, こ。

方法　 申髪・ リン7  ̂ A ～F の主成分 £仙 べ`た鈴 粟，塩化 ジr  ルキ)レジ メチルアジぞ

―ウlk が夕･,･のて≒ こ のタイプ･ めクリ ームリンス 甘用<-> て，リンz  濃度，μ 理温度瓦

び時(tl 乞変え てリ ン疋処理しre 20 ～2+･ずの-fr性5' 名 の毛髪 £, それぞ れ尤f  及び'走査

型t チ額 徽雄 で観 察を行 ない,   同時 こr  ンシD  ンと 用<-> ても髪の仲戻 と麹漬卜 則定レ
re.

絢藁　 未態理 の毛5! ( 太さ:COTS'  へ･a.o'ss ●*)(ft it虔 艮 び強度iぶそれぞれ，;0 ～

&O % 艮 び゙ / +0 ～160 ?･ ずあ5  r, リン ス濃度。処理温 隻瓦(A' 吽向 右麦 之た毛髪 の倖麦

残度,ふ，対照とレた水優墳 瓦び未処 瓊・ 毛髪 のJ易今 とほと んと差r なく. 又顕徽鯖･こ

よう観 察の緒 粟･こあヽ いT   t何ら 変化 £ 認め ，ヵヽ ，ti。

柾っマ, クリ ームリン ス・ 使坏 ，こよる 髪,z 対する影響,事なく 。毛髪<n m 護 及。･芙

容・Tz  めにグリ ーA  リンス ま･Kヽ犀であ ろう 。


